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１. はじめに 
 

本事業では、地域と連携して沖縄を代表する木造

漁船・サバニの造船・航海技術に関する調査・研究

を行い、その保存・継承を支援することを目的とし

て、令和 3 年度には前年に南城市玉城字奥武の奥武

島造船所に依頼して建造したサバニの建造工程に関

する記録を、地元公民館や沖縄県立博物館・美術館

（おきみゅー）、海洋文化館での企画展・一般向け講

座などの実施に活用し、ひろく一般に周知した。ま

た、同サバニについては将来的な常設展示に向けて、

令和 5～8 年度に海洋文化館で引き続き展示できる

よう調整した。 

 

２．概要 
 

令和 2年度に建造した奥武島のサバニを引き続き

海洋文化館で展示した。この展示延長に先立ち、本

サバニに再度燻蒸処理を施したほか、令和 9 年度以

降も継続できるよう調整を開始した（写真-1）。 

また、海洋文化館において屋外展示されていたサ

バニ 3隻について、その劣化状態について詳細に調

査し、防虫処理を施して海洋文化館屋外収蔵庫に移

動し、保存環境を改善した（写真-2,3）。 

大宜味村、東村、本部町、南城市、糸満市におい

てサバニの造船・操船技術者を訪問し、サバニの建

造および活用状況を記録した。その調査結果は適宜、

取りまとめ、撮影した写真・動画等成果物を地域の

自治会・公民館に提供して、各地で活用していただ

いたほか、引き続き講演用テキストの作成に活用し

た（写真-4）。 

また、令和 4年度に引き続き糸満市教育委員会か

らの委嘱を受けて文化財保護審議委員に就任し、漁

具一式の文化財指定に向けた資料リストの監修作業

を行った。加えて 3月には同教育委員会によるサバ

ニ建造技術の文化財化に関する検討会にも参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果 

 
海洋文化館を拠点としたサバニ製作者・使用者の

ネットワークを構築し、財団管理施設への誘客を促

進できた。また、その建造技術の継承に貢献した。

加えて展示会開催や文化財化、新たな利用方法の提

案などを通して、観光業などに寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 海洋文化館での奥武島のサバニ展示状況 

のサバニ展示状況 

 

写真-2 屋外展示サバニの防虫作業 

 

写真-3 同保管状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．外部評価委員会コメント 

 
沖縄の伝統木造漁船サバニの造船に関する知識・

技術の記録化とその保存に関する調査研究を長年に

わたり行ってきている点は高く評価できる。近年に

船大工によって建造されたサバニは、海洋文化館に

展示するとともに燻蒸処理により長期保存を可能に

している。また、海洋文化館の屋外展示のサバニに

関しても防虫処理を施して収蔵庫に移動し保存環境

の改善を実施したことは評価される。（須藤顧問：

堺市博物館館長） 

 

サバニ製作の現状と資料の記録について成果が上

がっているように思われる。各地の自治体や公民館

などでも資料提供の依頼があるということだが、具

体的にどのような使われ方をしたか、またその要望

内容について何かの形でご報告願いたい。（後藤顧

問：南山大学教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 糸満市文化財保護委員会資料監修状況 

 

写真-4 講演会テキストへの調査成果の使用例 


